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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国などの新興国が減速傾向にあり、原油価格の動向が世界

経済に不安定な影響を与えている中、輸出が引き続き伸び悩み、企業収益や雇用・所得環境が改善してはいるもの

の設備投資や個人消費に力強さを欠いており、景気は足踏み状態にあるものと考えられます。

　

このような経営環境下にあって、当社グループは、平成26年４月よりスタートした新中期経営計画において100年

企業を目指した「新たなステージへの挑戦」を経営コンセプトに掲げ、市場・プロダクトのグローバル展開、総合

提案ビジネスの拡大に取り組むとともに、徹底的な顧客ニーズの掘り起こしに注力し、原価低減、販管費抑制にも

努めました。

　

この結果、当第３四半期連結累計期間の業績は、売上高は838億74百万円（前年同期比11.3％増）、営業利益78億

98百万円（同77.9％増）、経常利益84億11百万円（同67.6％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益52億92百万円

（同87.2％増）となり、増収増益となりました。

　

セグメント別の業績は、以下のとおりであります。

部門別販売の状況 (単位：百万円)

区 分

平成27年３月期
前第３四半期
連結累計期間

平成28年３月期
当第３四半期
連結累計期間

増 減

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 率

(時間情報システム事業) ％ ％ ％

情報システム 15,861 21.0 17,935 21.4 2,073 13.1

時間管理機器 2,955 3.9 2,994 3.6 39 1.3

パーキングシステム 36,070 47.9 39,052 46.5 2,982 8.3

小 計 54,887 72.8 59,982 71.5 5,094 9.3

(環境関連システム事業)

環境システム 13,575 18.0 14,940 17.8 1,365 10.1

クリーンシステム 6,911 9.2 8,952 10.7 2,040 29.5

小 計 20,486 27.2 23,892 28.5 3,405 16.6

合 計 75,374 100.0 83,874 100.0 8,500 11.3

時間情報システム事業

・情報システム ＝ 「就業・給与・人事・入室・食堂システム」

・時間管理機器 ＝ 「タイムレコーダー、タイムスタンプ」

・パーキングシステム ＝ 「駐車場・駐輪場管理システム、駐車場運営受託」

　

当事業の売上高は、599億82百万円で、前年同期比50億94百万円の増収（9.3％増）となりました。

事業部門別には、情報システムは、国内は中堅市場向け就業システム及び情報ターミナルの売上が拡大し増収と

なりました。海外は北米のアキュタイムシステムズ社は増収、欧州のホロスマート社は現地通貨ベースでは増収と

なったものの、為替の影響により減収となり、全体では13.1％の増収となりました。

時間管理機器は、国内は横ばい、海外は北米が為替の影響もあり増収となり、全体では1.3％の増収となりま

した。

パーキングシステムは、国内は大型物件及び輸出の減少により減収となりました。海外は北米のアマノマクギャ

ン社は増収、アジアは韓国・香港の運営受託事業が順調に拡大し増収となり、全体では8.3％の増収となりました。
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環境関連システム事業

・環境システム ＝ 「汎用集塵機、大型集塵装置、粉粒体空気輸送システム、高温有害ガス除去シ

ステム、脱臭システム」

・クリーンシステム ＝ 「清掃機器、ドライケア清掃システム、清掃マネジメントサービス、電解水生

成装置」
　

当事業の売上高は、238億92百万円で、前年同期比34億５百万円の増収（16.6％増）となりました。

事業部門別には、環境システムは、国内は汎用機・大型システムともに増収となりました。海外はアジア市場を

中心に堅調に推移し増収となり、全体では10.1％の増収となりました。

クリーンシステムは、国内は清掃機器の売上が増加し、海外は北米が木材床研磨機器事業の寄与により増収とな

り、全体では29.5％の増収となりました。

　

（参考情報）

【所在地別情報】

(単位：百万円)

売上高 営業利益又は営業損失(△)

第３四半期累計期間
増減

増減率
（％）

第３四半期累計期間
増減

増減率
（％）平成27年

３月期
平成28年
３月期

平成27年
３月期

平成28年
３月期

日本 53,248 56,203 2,954 5.6 5,835 8,240 2,405 41.2

アジア 7,703 8,902 1,198 15.6 593 662 68 11.6

北米 10,327 14,814 4,486 43.4 △175 877 1,053 ―

欧州 5,554 5,406 △147 △2.7 299 426 127 42.4

計 76,834 85,326 8,492 11.1 6,552 10,206 3,654 55.8

消去
又は全社

△1,460 △1,451 ― ― △2,113 △2,308 ― ―

連結 75,374 83,874 8,500 11.3 4,439 7,898 3,459 77.9

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)アジア……………シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、韓国、中国

(2)北米………………アメリカ、カナダ

(3)欧州………………フランス、ベルギー、スペイン
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【海外売上高】

(単位：百万円)

海外売上高
連結売上高に占める

海外売上高の割合（％）

第３四半期累計期間
増減

増減率
（％）

第３四半期累計期間
増減

平成27年
３月期

平成28年
３月期

平成27年
３月期

平成28年
３月期

アジア 7,747 8,901 1,154 14.9 10.3 10.6 0.3

北米 9,562 13,787 4,225 44.2 12.7 16.4 3.7

欧州 5,293 5,360 67 1.3 7.0 6.4 △0.6

その他
の地域

1,257 981 △275 △21.9 1.7 1.2 △0.5

計 23,860 29,030 5,170 21.7 31.7 34.6 2.9

連結売上高 75,374 83,874

(注) １．国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２．本邦以外の区分に属する主な国又は地域

(1)アジア……………シンガポール、タイ、マレーシア、インドネシア、韓国、中国

(2)北米………………アメリカ、カナダ

(3)欧州………………フランス、ベルギー、スペイン

(4)その他の地域……中南米

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、1,300億11百万円と前連結会計年度末に比べ15億48百万円減少い

たしました。これは主に、固定資産がソフトウエア仮勘定の増加等により13億６百万円増加したものの、流動資産

が受取手形及び売掛金の減少等により28億55百万円減少したことによるものであります。

　

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は、366億95百万円と前連結会計年度末に比べ27億16百万円減少い

たしました。これは主に、流動負債が未払法人税等の減少等により７億37百万円減少し、また、固定負債が長期借

入金の減少等により19億78百万円減少したことによるものであります。

　

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、933億16百万円と前連結会計年度末に比べ11億67百万円増加

いたしました。これは主に、その他の包括利益累計額が為替換算調整勘定の減少等により８億32百万円減少したも

のの、株主資本が親会社株主に帰属する四半期純利益の計上等により19億97百万円増加したことによるものであり

ます。

　

②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、291億20百万円と前連結会計年度末に比べ14

億５百万円減少いたしました。当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は

次のとおりであります。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動によるキャッシュ・フローは、81億51百万円となりました。これは主に、法人税等の支払額38億85百万

円、たな卸資産の増加額15億55百万円等が計上されたものの、税金等調整前四半期純利益83億26百万円、売上債権

の減少額32億51百万円等が計上されたことによるものであります。
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（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動によるキャッシュ・フローは、△51億26百万円となりました。これは主に、定期預金の払戻による収入

77億41百万円が計上されたものの、定期預金の預入による支出79億40百万円、無形固定資産の取得による支出25億

62百万円、有形固定資産の取得による支出18億29百万円等が計上されたことによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動によるキャッシュ・フローは、△40億85百万円となりました。これは主に、セール・アンド・リースバ

ックによる収入10億33百万円が計上されたものの、配当金の支払額32億93百万円、ファイナンス・リース債務の返

済による支出12億43百万円等が計上されたことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、平成27年４月24日に公表いたしました平成28年３月期通期業績予想に変更ありません。ただし、

今後の経営環境を踏まえ、業績予想の修正が必要である場合には、適時に開示してまいります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

該当事項はありません。

なお、特定子会社の異動には該当しておりませんが、株式取得により、アーセージェーペー アンベスティスマン

SARL及びその子会社３社について、当第３四半期連結会計期間より連結の範囲に含めております。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(税金費用の計算)

税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。また

見積実効税率を使用できない場合は、税引前四半期純損益に一時差異に該当しない重要な差異を加減した上で、

法定実効税率を乗じて計算しております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業分離等会計基

準」という。）等を、第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持

分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計

上する方法に変更いたしました。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫

定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結

財務諸表に反映させる方法に変更いたします。加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支

配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前第３四半期連結累計期間及

び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

当第３四半期連結累計期間の四半期連結キャッシュ・フロー計算書においては、連結範囲の変動を伴う子会社

株式の取得関連費用に係るキャッシュ・フローは、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の区分に記載してお

ります。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項（４）、連結会計基準第44－５項（４）

及び事業分離等会計基準第57－４項（４）に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期

首時点から将来にわたって適用しております。

なお、当第３四半期連結累計期間において、四半期連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 35,126 33,895

受取手形及び売掛金 32,861 29,284

有価証券 1,871 1,387

商品及び製品 3,273 3,953

仕掛品 680 1,205

原材料及び貯蔵品 4,661 4,937

繰延税金資産 1,507 1,475

その他 1,870 2,923

貸倒引当金 △219 △283

流動資産合計 81,633 78,778

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 10,952 10,718

機械装置及び運搬具（純額） 810 823

工具、器具及び備品（純額） 1,352 1,401

土地 7,274 7,241

リース資産（純額） 3,317 3,197

建設仮勘定 314 422

有形固定資産合計 24,021 23,803

無形固定資産

のれん 4,866 4,369

ソフトウエア 2,321 2,344

ソフトウエア仮勘定 1,553 3,067

その他 3,538 3,483

無形固定資産合計 12,279 13,265

投資その他の資産

投資有価証券 7,541 8,283

長期貸付金 18 14

破産更生債権等 403 397

差入保証金 1,025 1,093

長期預金 1,502 1,502

退職給付に係る資産 81 88

繰延税金資産 1,423 1,245

その他 2,049 1,953

貸倒引当金 △421 △414

投資その他の資産合計 13,625 14,164

固定資産合計 49,926 51,233

資産合計 131,560 130,011
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成27年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成27年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,125 6,405

電子記録債務 6,538 5,833

短期借入金 328 1,248

リース債務 1,410 1,430

未払法人税等 2,295 1,294

賞与引当金 1,941 993

役員賞与引当金 45 -

その他 11,295 13,036

流動負債合計 30,980 30,242

固定負債

長期借入金 1,988 520

長期未払金 186 183

リース債務 3,381 3,164

繰延税金負債 13 13

退職給付に係る負債 2,515 2,265

資産除去債務 29 30

その他 316 274

固定負債合計 8,431 6,452

負債合計 39,411 36,695

純資産の部

株主資本

資本金 18,239 18,239

資本剰余金 19,293 19,293

利益剰余金 54,645 56,644

自己株式 △54 △56

株主資本合計 92,123 94,120

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,542 1,907

為替換算調整勘定 △1,070 △2,353

退職給付に係る調整累計額 △822 △737

その他の包括利益累計額合計 △350 △1,183

非支配株主持分 375 379

純資産合計 92,148 93,316

負債純資産合計 131,560 130,011
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

売上高 75,374 83,874

売上原価 42,718 46,894

売上総利益 32,655 36,980

販売費及び一般管理費

販売費 25,568 26,450

一般管理費 2,648 2,632

販売費及び一般管理費合計 28,216 29,082

営業利益 4,439 7,898

営業外収益

受取利息 89 91

受取配当金 79 90

受取保険金 18 37

為替差益 184 -

持分法による投資利益 - 90

その他 300 305

営業外収益合計 672 614

営業外費用

支払利息 45 35

為替差損 - 22

外国源泉税 4 5

持分法による投資損失 9 -

その他 33 37

営業外費用合計 93 101

経常利益 5,018 8,411

特別利益

固定資産売却益 6 3

特別利益合計 6 3

特別損失

固定資産除却損 54 63

固定資産売却損 0 14

その他 - 11

特別損失合計 54 89

税金等調整前四半期純利益 4,969 8,326

法人税等 2,039 2,953

四半期純利益 2,930 5,372

非支配株主に帰属する四半期純利益 102 80

親会社株主に帰属する四半期純利益 2,827 5,292
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

四半期純利益 2,930 5,372

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 475 366

為替換算調整勘定 476 △1,308

退職給付に係る調整額 76 85

持分法適用会社に対する持分相当額 9 △12

その他の包括利益合計 1,037 △869

四半期包括利益 3,967 4,502

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 3,856 4,459

非支配株主に係る四半期包括利益 110 43
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,969 8,326

減価償却費 3,042 3,214

のれん償却額 559 586

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） △86 △88

貸倒引当金の増減額（△は減少） △12 75

受取利息及び受取配当金 △169 △182

持分法による投資損益（△は益） 9 △90

支払利息 45 35

為替差損益（△は益） △147 △24

固定資産売却損益（△は益） △6 10

固定資産除却損 54 63

売上債権の増減額（△は増加） 3,044 3,251

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,532 △1,555

仕入債務の増減額（△は減少） △121 △1,289

その他の流動負債の増減額（△は減少） 1,574 1,773

その他 △1,313 △2,307

小計 8,910 11,798

利息及び配当金の受取額 202 245

利息の支払額 △48 △39

法人税等の支払額 △4,421 △3,885

法人税等の還付額 17 32

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,660 8,151

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 △1,000 △1,000

有価証券の償還による収入 1,300 1,400

有形固定資産の取得による支出 △1,579 △1,829

有形固定資産の売却による収入 16 14

無形固定資産の取得による支出 △1,066 △2,562

投資有価証券の取得による支出 △54 △249

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得
による支出

- △410

事業譲受による支出 △2,044 △235

貸付けによる支出 △10 -

貸付金の回収による収入 3 4

定期預金の預入による支出 △5,061 △7,940

定期預金の払戻による収入 3,988 7,741

その他 93 △58

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,413 △5,126
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(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 △418 △324

長期借入金の返済による支出 - △215

自己株式の取得による支出 △1 △1

ファイナンス・リース債務の返済による支
出

△1,255 △1,243

セール・アンド・リースバックによる収入 1,177 1,033

配当金の支払額 △2,450 △3,293

非支配株主への配当金の支払額 △25 △39

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,973 △4,085

現金及び現金同等物に係る換算差額 291 △344

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,436 △1,405

現金及び現金同等物の期首残高 31,674 30,526

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 102 -

現金及び現金同等物の四半期末残高 28,340 29,120
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成26年４月１日 至 平成26年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

時間情報
システム事業

環境関連
システム事業

計

売上高

外部顧客への売上高 54,887 20,486 75,374 ― 75,374

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 54,887 20,486 75,374 ― 75,374

セグメント利益 4,828 1,779 6,608 △2,169 4,439

(注) １ セグメント利益の調整額△2,169百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額
(注)１

四半期連
結損益計
算書計上
額(注)２

時間情報
システム事業

環境関連
システム事業

計

売上高

外部顧客への売上高 59,982 23,892 83,874 ― 83,874

セグメント間の内部
売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 59,982 23,892 83,874 ― 83,874

セグメント利益 7,351 2,951 10,302 △2,404 7,898

(注) １ セグメント利益の調整額△2,404百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。全社

費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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